
 
 
 
 
 
 
 

クレール・ロー氏 

香港基本法運営委員会 委員／金融紛争解決評議会 委員 

 

 香港金融国庫局副長官、麻薬担当コミッショナー、住宅担当副理事など、香港政府で

数々の要職を務める。  

2001 年から 2002 年、金融アクション・タスク・フォース（マネー・ロンダリン

グやテロリスト問題に対応するための、グローバルに主導的役割を果たす政府間機関）

の代表に選出され、9.11 テロ後の「金融テロに関する 8 つの特別勧告」の制定に向け

て、タスク・フォースを取り仕切った。 

2007 年には、前香港特別行政区行政長官である董建華氏のサポートについて、中

米交流基金の設立に携わり、初代 CEO に就任した。また 2011 年、香港大新銀行の

エグゼクティブ・ディレクターに就任し、現在では、K.S. Sze & サンズ・ジュエラー

ズのマネージング・ディレクターを務めている。  

プライベートでは、香港基本法運営委員会、さらに金融紛争解決評議会上訴委員会の

メンバーであり、また、米中関係、薬物、若者、女性問題に関する複数の NGO の委員

も務めている。 

 

著 書 

『CEOs in China（中国の CEO たち）』『Management in Crisis Situations（危機

的状況下におけるマネジメント）』の編集 

 

 

 

 

 

 

 


